
香教連は、２月２日（火）１３：００から県庁１２階の第３・４会議室において、香川県教育委員会との人事要望を行った。香教連側は、
森委員長以下５名が出席。県教委側は、細松教育長以下１１名が対応した。

主な要望と回答は、以下の通り。太字は要望項目、香教連の主張はゴシック、県教委の回答は明朝斜体字 で表記している。

○ 円滑な学校運営に寄与するために、主幹教諭の更なる増員と、 ○ いわゆる校長評価の取り扱いについて、職員にとってマイナス
教員研修の充実のために指導教諭の早急な設置を行うこと。 にならないようにすることと同時に、管理職に対する制度の趣旨

【児玉執行委員】この件については、総括交渉を始め を再度徹底すること。
再三要望している事項である。ベテランと言われる教 【地下事務局長】査定昇給制度と、期末勤勉手当の
職員の大量退職を目前に控え、それらの先生方の教育 実績反映が開始され、教職員の勤務実績に応じて期
技術を次代に引き継ぐのは今しかないと考える。また、 末勤勉手当が変わったり、昇給額が変わったりして
指導教諭の設置は子供たちの学力向上にも大きく寄与 いる。学校現場でも当初不安を感じる教員がいたが、
すると考える。学習意欲が減退している層が意欲を持 概ね定着してきたように思える。併せて行われてい
って学習に取り組めるようにするためには、若年教員 る校長評価に関しても定着してきたように感じる。
の指導力向上が急務である。指導教諭が若年研修を担 ただ、校長に対する評価内容によって、勤務評定が
当し、若年教員の指導技術の向上にあたるのが望ましいと考える。 変わり、給与に反映されるのではないかとの懸念を
先行導入している他県の状況と合わせてご判断いただき、指導教諭 抱いている会員がいる。校長評価の制度とその趣旨を再度教職員へ
を早急に設置にいただきたい。 周知徹底していただきたい。

【藤本義務教育課長】来年度、主幹教諭は 2 名配置予定 【藤本義務教育課長】校長への評価の趣旨は、教職員調査票の記入の
である。指導教諭については、現在設置を検討中である。 仕方に掲載している。その結果は、市町教育長が行う管理職への面談
本県の教職員は、今後 10 年程度で大幅に入れ替わるこ において、学校長を指導する資料としている。提出された校長への評
とが予想される。熟練教員の教育技術を若年教員へ引き 価の内容によって、教職員の勤務評定が変わることはない。近年、率
継ぐことは大切であると考える。日常的に校内で行われ 直な意見が増えてきていることからも、趣旨が浸透してきていると判
ているとは思うが、制度として確立することも大切であ 断できる。
ると考える。関係当局と調整中である。

○ 病気休業等緊急を要する場合の講師派遣に対応できるよう、制
○ 強い留任希望や積極的な異動希望等については、本人の意志を 度の確立を早急に行うこと。

最大限尊重すること。 【好井執行委員】現在、香川県は慢性的な講師不足の状態にあり、
【安部副委員長】人事は、多くの要素を総合して考え 病気休業による講師派遣や、生徒指導・特別支援等緊急を要する際
る必要があるため、全ての希望を叶えることは難しい の講師派遣に支障をきたしている。講師の派遣が遅れるとる子供の
と承知している。ただ、強い留任では、その勤務校で 学習状況に影響するばかりか、保護者の学校に対する信頼の失墜ま
引き続き研究を続けたい考えであろうし、また、積極 でも懸念される。現在の教職員構成を抜本的に見直す定数改善議論
的な異動では、異動希望先の学校で研究を深めたい考 も視野に入れ、緊急を要する場合の講師配置がスムーズに行える制
えであろう。妥当性のある理由であれば、積極的な異 度設計を強く要望する。
動希望をしている先生の意志を最大限尊重していただ
きたい。さらに、継続して希望を出している場合は、 【藤本義務教育課長】中学校においては、教科によっ
特段の配慮をお願いしたい。 て早急な配置が困難な場合もある。緊急に講師が必要

になった場合には、配置換えや複数担任からの勤務変
【藤本義務教育課長】人事異動に関しては、「人事異動基本方針」な 更等、様々な手法で対応している。講師確保について
らびに「人事異動の基本的な考え方」に則って行っている。人事面接 は、募集方法の検討や、採用選考受験者を増やす事も
においても細かく話をお聞きしている。学校の運営体制の充実や各人 含め対応していこうと考えている。
の職能成長も大切である。本人の希望を尊重しながら、総合的に判断
している。市町教育委員会とも連絡を密にして取り組んでいるが、本 ○ 講師の現場での実績に対する評価や、過去の採用選考試験実績
人の希望を最優先にならない場合もある。教職員の居住地域に偏りが を考慮した選考になるよう、教員採用選考試験のあり方を検討す
あるせいで、地域間異動についても偏りが生じることもある。いろい ること。
ろな情報を加味して総合的に考えていきたい。 【森委員長】１次試験免除の優遇制度が導入されてい

る県が14県ある。また勤務時の評価を加味した選考方
○ 小豆を主たる勤務地域とする者が、地域間交流等を希望する場 法を実施している県が２５県ある。学校現場から考え

合、本人の意志を最大限に尊重すること。 ると、講師経験が豊かで、優秀な人材に勤務してほし
【好井執行委員】小豆を主たる勤務地域とする先生に い、という強い願いがある。様々な優遇制度が考えら
とって、２地域を経験するための選択肢が少ないこと れるが、例えば「採用選考の１次試験を２年間続けて
が不安であることを、多くの先生方から聞いている。 合格した講師に限り、次年度だけ１次試験を免除する」
小豆を主たる勤務地域とする者が、地域間異動を希望 制度を考えている。前年度までの結果を持ち越すこと
した場合、個人面接等で、本人の意志を十分聞いてい で、講師への励みとなるばかりでなく、子供と向き合うことに集中
ただき、本人の意志を最大限に尊重していただきたい。 できる。これは直接、子供たちのためにもなると考える。

【藤本義務教育課長】地域間人事交流は、公正公平に行っている。小 【藤本義務教育課長】平成２０年度より、新任の講師、養護助教諭を
豆郡内の学校数減少等により、小豆から高松市等へ異動いただいてい 対象に年２回の研修を行っている。本年度は、校内で１０回の研修計
る管理職も多い。小豆では経験しにくいような環境等、異動された教 画を作成し、講師、養護助教諭に対する研修を実施いただいている。
員の資質向上につながるように配慮している。 採用選考試験については毎年度見直しをしているところであり、指摘

いただいた部分も参考にして、今後検討してまいりたい。
○ 個人面接において、各自の勤務地域数について明示すると共に、

３地域以上経験者の勤務環境について検討すること。 【細松教育長】学校現場で真摯に教育実践を行ってい
【安部副委員長】６地域の考え方が浸透しており、本人も経験につ ただいていることに感謝申し上げる。政権交代に併せ
いてはご存じだと思うが、個人面接で明示していただきたい。また、 て、教育制度も大きく変更されているが、県教育委員
３地域以上経験者の勤務環境について検討していただきたい。地域 会としては、香川県にとって何が一番大切であるかと
を多く経験し、資質が向上していると考えられる先生には、本人が いう視点に立って、現場へ不安感を与えないようにし
望めば、主幹教諭や指導教諭として活躍していただく環境等を検討 なければと思っている。人事異動においては、教員に
していただければと考えている。 不信感を与えてはいけない。落ち着いた教育には、教

育委員会と現場の教員との信頼関係が必要であると考
【藤本義務教育課長】勤務した地域についての確認は、人事面接の場 える。また、講師不足については、魅力・やり甲斐の
か、職員調査票等で確認できるよう検討させていただく。県下に３地 ある教育現場を作っていくことも大切であるが、早急に検討すべき課
域以上を経験した教員がいることは承知しているが、全県で均等に実 題だと考えている。採用選考試験の方法も含め、講師への対応につい
施されていない現状では、経験地域数のみを考慮した優遇制度は考え て具体的な検討に入れればと考えている。今後とも、現場の声を伝え
ていない。 ていただきたい。
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